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第 160 回東邦医学会例会プログラム 
 

日 時：令和 4年 6月 15 日（水）～17 日（金）  

 

会 場：東邦大学医学部 大森臨床講堂（５号館Ｂ１階） 

※CPC のみ 医学部２号館Ｍ３階 第１講義室 

 
 

当番教室： 15 日 生理学講座細胞生理学分野                    内藤 篤彦 教授 

16 日 総合診療・救急医学講座（大森）              瓜田 純久 教授 

17 日 内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野（大森）弘世 貴久 教授 

 

ご来場の際には、必ずマスク着用のうえ，ご入室ください。 

6 月 15 日（水） 

 当番教室： 生理学講座細胞生理学分野 

【大森臨床講堂】 

開会の辞 ______________________________________________________________________________  

A. 大学院生研究発表 （17：00-17：50） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

1. 在留ブラジル人生徒及び日本人生徒におけるメンタルヘルスと異文化適応との関連につい

ての研究 
〇福井英理子（社会環境医療系精神神経医学） 
指導教授：根本隆洋（精神神経医学講座） 
指定討論者：西脇祐司 教授，桂川修一 教授，端詰勝敬 教授 

 

2. 妊娠中の女性のメンタルヘルスと表情認知機能の関連 
〇田久保陽司（社会環境医療系精神神経医学） 
指導教授：根本隆洋（精神神経医学講座） 
指定討論者：桂川修一 教授，西脇祐司 教授，端詰勝敬 教授 

 

3. 体幹部定位放射線療法におけるゴールドマーカーの各区域気管支における固定率 
〇今坂圭介（生体応答系呼吸器内科学） 
岸一馬（内科学講座呼吸器内科学分野（大森）） 
指定討論者：松瀬厚人 教授，伊豫田明 教授，寺原敦朗 教授 

 

4. 細胞診検体を対象とした AI による肺癌の遺伝子変異予測モデルの構築 
〇石井脩平（生体応答系病理学） 
指導教授：三上哲夫（病理学講座） 
指定討論者：澁谷和俊 教授，内藤篤彦 教授，岸一馬 教授 
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5. バルーンガイディングカテーテルの誘導性能、支持性能に関する比較実験 
〇松本崇（高次機能制御系脳神経外科学） 
岩渕聡（大橋病院脳神経外科） 
指定討論者：五味達哉 教授，中村正人 教授，周郷延雄 教授 

 

B. 分科会報告 （17：50-18：05） （発表：10 分，討論：5 分） 

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

6. 【佐倉神経精神セミナー】 
透析と高齢者脳疾患 

〇榊原隆次（佐倉病院脳神経内科），飯村綾子（佐倉病院認知症サポート

チーム），尾形剛（佐倉病院脳神経内科），澤井摂（佐倉病院脳神経内科），

大橋靖（佐倉病院腎臓内科），山崎恵介（佐倉病院腎臓内科） 

 

C. 柴田洋子奨学助成金・柳瀬武司奨学基金受賞講演 （18：05-18：25） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

7. 【柴田洋子奨学助成金受賞講演】 
The influences of gender and aging on optic nerve head microcirculation in healthy adults 

〇小林達彦（大森病院眼科），柴友明（国際医療福祉大学成田病院眼科），

木下綾子（東京蒲田医療センター視能訓練士），松本直（大森病院眼科），

堀裕一（大森病院眼科） 

 

8. 【柳瀬武司奨学基金受賞講演】 
機能性めまいにおける心理的要因を介した病態解明の研究 

○橋本和明（心身医学講座），端詰勝敬（心身医学講座） 

 

D. 研修医発表 （18：25-18：34） （発表：7 分，討論：2 分） 

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

9. 発症早期から治療介入を要した成人 Still 病の一例 
〇古山ゆりあ（大森初期研修医） 
指導：小松史哉（総合診療・救急医学講座） 

 

E. プロジェクト研究報告 （18：34-18：44） （発表：8 分，討論：2 分) 

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

10. 未熟児網膜症治療後の眼球構造と視機能についての評価 
〇松村沙衣子（大森病院眼科），川上桃子 1，富田匡彦 1，糸川貴之 1，荒

井博子 2，松本直 1，堀裕一 1（1．大森病院眼科，2．大森病院新生児科) 

 

F. 教授特別講演 （18：44-19：04)  

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

11.  

『胃瘻造設・カテーテル交換と医療安全管理』 

 

大森病院栄養治療センター 

鷲澤尚宏 教授 
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G. 大学院生研究発表 （19：04-20：04) （発表：各 8 分，討論：各 2 分) 

座長：内藤篤彦 教授（細胞生理） 

12. 小児期に発症した原発性硬化性胆管炎の予後に関する研究 
〇梅津守一郎（生体応答系成育肝臓消化器学） 
指導教授：乾あやの（済生会横浜市東部病院小児肝臓消化器科） 
指定討論者：松裏裕行 教授，清水教一 教授，松田尚久 教授 

 

13. 急性腹部感染症における自動多項目同時遺伝子システム FilmArray®の有用性に関する検討 
〇柿崎奈々子（代謝機能制御系臨床腫瘍学） 
指導教授：渡邉学（大橋病院外科） 
指定討論者：前谷容 教授，岡住慎一 教授，石井良和 教授 

 

14. 副鼻腔炎手術症例における吸入抗原感作の検討 
〇井上なつき（高次機能制御系耳鼻咽喉科学） 
指導教授：吉川衛（大橋病院） 
指定討論者：鈴木光也 教授，松瀬厚人 教授，和田弘太 教授 

 

15. 解剖学的人工肩関節全置換術の治療成績−グレノイドコンポーネントの X 線透過性の評価− 
〇阪元美里（高次機能制御系整形外科学） 
指導教授：池上博泰（整形外科学講座（大橋）） 
指定討論者：高橋寛 教授，中川晃一 教授，亀田秀人 教授 

 

16. Wilson 病患者の自立生活状態に関連する診断時の因子の検討 
〇雨宮歩実（生体応答系小児科学） 
指導教授：清水教一（小児科学講座（大橋）） 
指定討論者：金村英秋 教授，松裏裕行 教授，村上義孝 教授 

 

17. The effect of organized screening introduction on behavioral changes of receiving mammography 
examination: A cross-sectional study in Serbia 

〇谷垣佳奈子（社会環境医療系医療政策経営科学） 
指導教授：長谷川友紀（社会医学講座医療政策経営科学分野） 
指定討論者：西脇祐司 教授，村上義孝 教授，澁谷和俊 教授 

 

 

【医学部２号館Ｍ３階 第１講義室】 

H. 大森病院ＣＰＣ （18：00－19：00） 

司会：竹林 ちあき 准教授（血液・腫瘍科） 

悪性リンパ腫の経過中に多発肝腫瘤を認めた 1 例 
臨床：長瀬大輔 講師（血液・腫瘍科），病理：黒瀬泰子 先生（大森病病） 
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6 月 16 日（木） 

 当番教室：総合診療・救急医学講座（大森） 

I. 当番教室企画 （17：00 - 18：00） 

座長：額田均 教授（自然・生命・人間先端医学講座） 

18.  

特別講演 
「医療の歴史―世界に名を残した 7 医人―」 

 

木村 丹 先生 
(岡山県 木村医院，東邦大学医学部昭和 52 年卒業， 

日本医史学会会員，岡山医学史研究会会員) 

 

J. 教授特別講演 （18：00 - 18：20） 

座長：瓜田純久教授（大森総診） 

19.  

『脳神経外科と臨む内視鏡下での頭蓋底近傍疾患手術』 

 

耳鼻咽喉科学講座（大森） 

和田弘太 教授 
 

K. 柴田洋子奨学助成金・柳瀬武司奨学基金受賞講演 （18：20 -18：30） （講演：8 分，討論：2 分） 

座長：瓜田純久教授（大森総診） 

20. 【柳瀬武司奨学基金受賞講演】 
異所性脂肪蓄積と組織特異的インスリン感受性に着目した NAFLD 合併早期 2 型糖尿病の

治療戦略 
〇蛭間重典（内科学講座糖尿病代謝内分泌学分野），鴫山文華（内科学講

座糖尿病代謝内分泌学分野），和久井紀貴（内科学講座消化器内科学分野），

渕上彩子（内科学講座糖尿病代謝内分泌学分野），白神伸之（放射線医学

講座），堀正明（放射線医学講座），田村好史（順天堂大学大学院医学研究

科代謝内分泌内科学講座），綿田裕孝（順天堂大学大学院医学研究科代謝

内分泌内科学講座），弘世貴久（内科学講座糖尿病代謝内分泌学分野），熊

代尚記（金沢医科大学糖尿病・内分泌内科学） 

 

L. 研修医発表 （18：30 - 18：48） （発表：各 7 分，討論：各 2 分） 

座長：山田篤史 先生（大森総診） 

21. 胸水貯留、心嚢液貯留で紹介受診となった高齢女性が SLE と診断された一例」 
〇正木那実（大森病院初期研修医） 
指導者：山田篤史（大森病院総合診療内科） 
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22. 黄疸を伴った悪性貧血の一例 
〇井上直人（初期研修医） 
指導者：佐々木陽典（総合診療内科） 

 

M. 研修医発表 （18：48 - 19：15） （発表：各 7 分，討論：各 2 分） 

座長：小松史哉 先生（大森総診） 

23. 体重減少精査目的に受診し進行性核上性麻痺の診断に至った一例 
○竹原小百合（初期研修医） 
指導者：山田篤史（総合診療内科） 

 

24. 亜急性の経過を辿り診断に苦慮した高齢発症の関節リウマチの一例 
〇阿部雄一（卒後臨床研修センター） 
指導者：佐々木陽典（大森病院総合診療・救急医学講座） 

 

25. 胃潰瘍治癒後に幽門通過障害をきたした一例 
〇柴田航平（大森病院研修医） 
指導者：斎藤隆弘（大森病院総合診療内科） 

 

N. プロジェクト研究報告 （19：15 - 19：25） （発表：8 分，討論：2 分） 

座長：宮﨑泰斗 講師（大森総診） 

26. 肺 Mycobacterium avium complex 症治療導入後の病原微生物混合感染の臨床的意義の検討 
○卜部尚久（医学部医学科内科学講座呼吸器内科学分野（大森）），香川成

人（医学部微生物感染症学講座） 

 

O. 大学院生研究発表 （19：25 - 19：35） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：前田正 講師（大森総診） 

27. Emergence of meropenem-resistant mutants during meropenem treatment for borderline meropenem-
susceptible carbapenemase-producing and non-carbapenemase-producing Enterobacterales in the 
hollow-fiber infection model and genomic characterization by whole-genome sequencing 

〇遠藤裕子（生体応答系微生物・感染制御学） 
指導教授：石井良和（微生物・感染症学講座） 
指定討論者：赤羽悟美 教授，杉山篤 教授，南木敏宏 教授 

 

P. 大学院生研究発表 （19：35 - 19：55） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：佐々木陽典 講師（大森総診） 

28. 心不全入院患者における右脚ブロック（RBBB）の存在と予後予測 
〇佐野隆英（代謝機能制御系循環器内科学） 
指導教授：池田隆德（内科学講座循環器内科学分野） 
指定討論者：諸井雅男 教授，藤井毅郎 教授，弘世貴久 教授 

 

29. EAN における siponimod の効果に関する検討 
〇内孝文（高次機能制御系神経内科学） 
指導教授：藤岡俊樹（大橋病院） 
指定討論者：岩渕聡 教授，並木温 教授，狩野修 教授 
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6 月 17 日（金） 

 当番教室： 内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野（大森） 

Q. 大学院生研究発表 （17：00－17：20） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：弘世貴久 教授（大森糖内） 

30. 涙液および角膜上皮と硫酸イオンの関係性について 
〇齋藤智彦（高次機能制御系眼科学） 
指導教授：堀裕一（眼科学講座） 
指定討論者：石田政弘 教授，前野貴俊 教授，三上哲夫 教授 

 

31. 潰瘍性大腸炎に対する Ustekinumab の有効性について 
〇木村道明（代謝機能制御系消化器内科学） 
指導教授：松岡克善（佐倉病院内科） 
指定討論者：松田尚久 教授，岡住慎一 教授，樋口哲也 教授 

 

R. 研修医発表 （17：20 - 17：38） （発表：各 7 分，討論：各 2 分） 

座長：松田尚久 教授（大森消内） 

32. 治療抵抗性のハイリスク高齢者心房細動の一例 
〇小山真（初期研修医） 
指導者：小原浩（循環器内科） 

 

33. 急速に胸腹水貯留が増悪した高齢発症 SLE の１例 
〇有上周佑（大森初期研修医） 
指導者：小松史哉（総合診療内科） 

 

S. 柴田洋子奨学助成金・柳瀬武司奨学基金受賞講演 （17：38 - 17：58） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：池田隆德 教授（大森循内） 

34. 【柴田洋子奨学助成金受賞講演】 
涙小管炎の成因について 

〇岡島行伸（東邦大学医療センター大森病院眼科），青木弘太郎（医学部

微生物），石井良和（医学部微生物），舘田一博（医学部微生物），堀裕一

（大森眼科） 

 

35. 【柴田洋子奨学助成金受賞講演】 
Optimizing the direction and order of the motion unveiled the ability of conventional monolayers of 
human induced pluripotent stem cell-derived cardiomyocytes to show frequency-dependent 
enhancement of contraction and relaxation motion 

○中瀨古（泉）寛子（医学部薬理学講座），千葉浩輝（医学部薬理学講座），

後藤愛（医学部薬理学講座），布井啓雄（医学部薬理学講座），神林隆一（医

学部薬理学講座），松本明郎（医学部加齢薬理学講座），武井義則（医学部

薬理学講座），内藤篤彦（医学部生理学講座細胞生理学分野），杉山篤（医

学部薬理学講座および医学部加齢薬理学講座） 
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T. プロジェクト研究報告（17：58 - 18：18） （発表：各 8 分，討論：各 2 分） 

座長：狩野修 教授（大森神内） 

36. レヴィ小体病における唾液腺 MIBG 集積の検討 
〇蝦名潤哉（東邦大学医学部内科学講座神経内科学分野），水村直（東邦

大学医学部放射線医学講座）, 石井亘友（東邦大学医療センター大森病院

中央放射線部），小林幸男（公立学校共済組合関東中央病院核医学検査室），

渋川茉莉（東邦大学医学部内科学講座神経内科学分野），長澤潤平（東邦

大学医学部内科学講座神経内科学分野），柳橋優（東邦大学医学部内科学

講座神経内科学分野），平山剛久（東邦大学医学部内科学講座神経内科学

分野），川辺清一（東邦大学医学部内科学講座神経内科学分野），織茂智之

（上用賀世田谷通りクリニック/公立学校共済組合関東中央病院脳神経内

科），狩野修（東邦大学医学部内科学講座神経内科学分野） 

 

37. EGFR exon19 欠失変異陽性非小細胞肺癌のサブタイプ別治療効果に関する検討 
〇吉澤孝浩（呼内森），大塚創（呼外森） 

 

U. 一般演題 （18：18 - 18：36） （発表：各 7 分，討論：各 2 分） 

座長：宮城匡彦 講師（大森糖内） 

38. 外傷性椎骨動脈損傷に対する治療経験 
○松崎遼（東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森）），中田知恵，

三海正隆，栄山雄紀，渕之上裕，小此木信一，寺園明，近藤康介，原田直

幸，周郷延雄（東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森）） 

 

39. 高度感染条件下の SARS-CoV-2 感染における耐糖能別リスク評価 
〇齋藤学（東邦大学医学部内科学講座糖尿病・代謝・内分泌学分野（大

森）），内野泰，森岡紘子，岩田葉子，小島原佑紀，金口桃子，佐藤源記，

吉川芙久美，宮城匡彦，弘世貴久（東邦大学医学部内科学講座糖尿病・代

謝・内分泌学分野（大森）） 

 

V. 分科会報告 （18：36 - 19：06） （発表：10 分，討論：5 分） 

座長：内野泰 准教授（大森糖内） 

40. 【東邦大学医療センター大橋医学会】 
ICU における早期離床リハビリテーションの取り組み 

〇下山渉太（東邦大学医療センター大橋病院リハビリテーション部），川

崎真宏（東邦大学医療センター大橋病院 リハビリテーション部），貫井勇

介（東邦大学医療センター大橋病院 リハビリテーション部），牧裕一（東

邦大学医療センター大橋病院麻酔科），小竹良文（東邦大学医療センター

大橋病院 麻酔科），武者芳朗（東邦大学医療センター大橋病院 リハビリ

テーション科） 

 

41. 【東邦大学医療センター佐倉病院内科例会】 
透析患者における NT-pro BNP と QOL の関係 

〇山崎恵介（東邦大学医療センター佐倉病院腎臓学講座），高橋禎，吉田

規人，石井信伍，日高舞，大橋靖（東邦大学医療センター佐倉病院腎臓学

講座） 

 

開会の辞 ______________________________________________________________________________  
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■ 発表抄録に関するお願い 

1)一般演題，大学院学生研究発表，プロジェクト研究報告，研修医発表，分科会報告，医学研究科推進研

究報告，柴田洋子奨学助成金・柳瀬武司奨学基金受賞講演の演者は，開催当日までに必ず「雑誌掲載用

講演抄録」（演題，演者名，本文 400 字程度)を e-maill にてデータ添付でお送りください。（E-mail ：

igakukai@med.toho-u.ac.jp)。 

2)教授特別講演の先生は，編集事務局より別途執筆依頼を差し上げますので，例会・総会当日より 4 週間

後を目安に本文 2，000words 前後にご講演内容をまとめてご提出ください（詳細執筆要項は編集事務局

よりお伝えします)。 

3)当番教室企画講演の先生は，編集事務局より別途執筆依頼を差し上げますので，例会・総会当日より 4

週間後を目安に 3，200 字程度の総説形式講演要旨をご提出ください（詳細執筆要項は編集事務局よりお

伝えします)。 

※1)，3)は東邦医学会雑誌，2)は Toho Journal of Medicine 近刊号に掲載の予定です。 

※詳細は東邦医学会雑誌編集事務局までお問い合わせください（電話 03-3910-4311)。 

 

 5 号館地下臨床講堂 内線：3862  /  PHS：74180 （開催日のみ)  


